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つくば市議会９月定例会（８月３１日～９月２１日）が終了しました。 

 
 

 

 昨年１２月議会の最終日に動議可決で設置された 

『議員定数等に関する調査特別委員会』。 

この委員会は「議員定数」「費用弁償」「議員報酬」 

「政務調査費」について調査研究する特別委員会で、 

今会期中に３回目が開かれました。 

 

 つくば市の場合法的には議員定数の上限は３８人。 

茎崎と合併前は３６人でしたが、Ｈ16 年の市議会 

議員選挙時に３３人へ削減しています。「今後の人口増加も考慮し、民意が反映されや

すいよう現状維持～上限の３８人に増員し、報酬は現状維持で」という意見がある一方、

「時代の流れに合わせて３０人に削減し、一人あたりの報酬を増額する」という意見な

ど様々です。 

また、費用弁償については、交通費として支給されていることから「一律５０００円支

給ではなく実費支払いが妥当」、また「報酬があるので不要」という意見もあります。 

 

つくば・市民ネットワークは、多様な市民の声を議会に反映させるために定数は上限

が望ましいと考えていますが、昨今の税金値上げ等による市民の負担増を考えると、今

以上に議員報酬を増額するのは適当でないと考えています。そこで「民意の反映が充分

でき、かつ現行の議員経費の総額が増えない範囲」を基本軸に、①費用弁償は交通費実

費、②議員定数は現状維持か１人増員、③政務調査費は据え置き、④議員報酬は現状維

持（増員した場合は減額も検討）という意見を出しました。 

 

特別委員会では、全会一致を目指し意見調整が行われています。市民ネットは、市民の声を市へ届け 

 

 

 

 

200７年１０月１０日

議員と話そう！会 

１０月２７日（土）１４～１６時  茎崎・宝陽台集会所 
１０月２９日（月）１３～１５時 春日公民館 

市議会議員の永井悦子と瀬戸裕美子を交え、身近なまちの問題に  
ついて情報交換や話し合いをします。どなたでも参加できます。  
お問い合わせは事務所（Tel&Fax８５９－０２６４）まで。 

 

「費用弁償」とは 
議員が議会等の出席時に支給される

旅費（交通費）。元々は議員職が名誉職・
無報酬だった時代に経費を負担するた
め支給されたお金で、議会や委員会への
出席で、本来の仕事に支障が出る場合を
想定し作られた。 

現在つくば市では、会議に出席する都
度、費用弁償として１議員に￥５０００
が支払われている。 

る代弁者としての役割や行

政のチェック・提案をするな

ど議員の職務を充分全うす

るためにも市民６０００人

に対し１議員という現状は

最低限維持するべきと主張

していきます！ 



    

        

 

 

 

 

 

 

 

☆今議会の一般質問など詳しい内容は１０月中旬配布の「つくば・市民ネットワーク通信第１２号」に 
掲載します。ご希望の方はつくば・市民ネットワーク事務局（℡８５９－０２６４）までご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

継続審査中の『病院建設（島名地区内）に反対する』請願は引き続き、閉会中の継続審査になりました。 

請願の内容 

（採択：○、否決・不採択：×） 
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教育予算の拡充を求め国へ意見書を

提出する請願 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

×：五十嵐 ○ ○ 
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＊：会派代表 

＊永井 

瀬戸 

＊鈴木、石川 

塩田、矢口、

沖山、市川、

大坪、大久保

（議長：久保谷）

＊高野 

須藤、柳沢、

安井、吉葉、

古山 

＊飯岡 

塙、柳田

木村、 

星田 

＊内田 

馬場 

坂本 

小野 

＊今井 

田宮 

宮本 

五十嵐 

＊滝口

橋本

＊金子

 

 

１．自立支援法：施行後の実態調査と独自支援 
２．景観計画：進捗状況とスケジュール 
３．再開発：公務員宿舎売却、大清水公園・ 
        遊歩道など再整備のビジョン 

 
 
１．温暖化防止：政策と数値目標など 
２．有機農業推進：施策の現状と展望 
３．市政２０周年記念市民提案型事業 

（つくばスタイル）：審査、事業評価など 
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風車が回らず国からの補助金返還に至った件について、つくば・市民ネット

ワークはつくば市政の運営に問題があったと考え、解明に取り組んでいます。 
議会は調査特別委員会を設置し、これまで５回の審議を開き、元助役や担当

職員を招致し質疑も行いましたが、未だ事実究明には至っていません。 
一方、市は早稲田大学と風車メーカーを相手取り「回らない風車を設置され

た」として損害賠償訴訟を起こし裁判中です。去る９月１０日の裁判では、元

助役と担当職員が出廷し、つくば市側と早稲田大学側の双方弁護士による尋問

が行われました。その中で「事業全体について十分な資料がないまま検討委員

会で機種選定が進められた経緯」や、選定に関わった委員は教育関係者が大半

であったにもかかわらず「本事業の教育的意義は副次的なものであった」など、

これまで議会の特別委員会では明らかにならなかった経緯が見えてきました。 
次回裁判は早稲田大学の橋詰教授が出廷する予定で、双方の証言から、「回

らない風車」の真相が見えてくるかもしれません！市民ネットでは、引き続き

特別委員会での事実解明と共に、裁判の行方を見届けていきます！ 

 

次の裁判は 
１０月１５日（月） 
１０：３０～ 
東京地方裁判所 

請願の採択結果（９月議会） 


